
質の高い公共サービスの確立確立確立共サービスの確共高い公共い公共高い公質の高質の高質の高高高い公共サービスの確高 共公質の高い公共サービスの確ス公い公共サービスの確立立立立の確の高高 共 立立高高 のの サいい質質質の高 共の 公共サービスの公共サービスの確立共共サー公共サーい公共サ高い高 ビスの確質 サ高質質質質の高い公共サ ビスの確質 確質 公共サ ビスの確ス 確立質質の高い公共サービスの確立

住民の未来に貢献できる
自治体責任による
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住民の未来に貢献できる
自治体責任による

0

7

6

4

1

15

7

3

1

10

10

3

1

8

5

3

1

5

8

3

8

7

3

2

2

3

0
12

2

4

5

5

3

3

5

17

0

14

10

2

9

1

松戸市職(千葉）

高知県職連合（高知）

太田市職労（群馬）

佐賀広域消協（佐賀）

豊田市職労連（愛知）

秋田県職連合（秋田）

尾道市職労（広島）

北広島市職労（北海道）

宝塚市職労（兵庫）

小松市職（石川）

十日町市労連（新潟）

別府市職労（大分）

阿波市職労連（徳島）

富士宮市職（静岡）

柏市職（千葉）

奈良県職連合（奈良）

胎内市労連（新潟）

福井市職労（福井）

青森県職労（青森）

福山市職労連合（広島）

石狩市職労（北海道）

日立市職労（茨城）

別
府
市
職
労（
大
分
）

全
国
優
勝

全
国
優
勝

全
国
優
勝
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自治労・自治労共済推進本部が主催し、第32回全日本自治体職
員等野球選手権大会全国優勝大会を9月8～11日、新潟県新潟
市・阿賀野市・聖籠町で開催。地連代表の19チームと開催県代
表2チーム、推薦1チーム、計22チームが出場し、心身の限界
を超えて熱戦を繰り広げた。決勝戦は北海道勢と九州勢。別府
市職労（大分）が初優勝を果たした。

別
府
市
職
労
（
大
分
）
が
北

広
島
市
職
労
（
北
海
道
）
を
破

り
、
全
国
大
会
優
勝
。
立
ち
上

が
り
は
両
チ
ー
ム
無
得
点
が
続

い
た
が
3
回
表
、
別
府
市
職
労

が
均
衡
を
破
っ
た
。
ヒ
ッ
ト
と

フ
ォ
ア
ボ
ー
ル
で
2
・
3
塁
と

し
、
迎
え
た
3
番
・
脇
選
手
が

3
ラ
ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放
ち
先

制
。
勢
い
に
乗
る
別
府
市
職
労

は
4
回
表
、
8
番
・
小
林
選
手

の
ヒ
ッ
ト
と
相
手
選
手
の
エ

ラ
ー
で
2
点
を
追
加
し
、
リ
ー

ド
を
広
げ
た
。

北
広
島
市
職
労
の
反
撃
は
8

回
裏
。
9
番
・
大
久
保
選
手
、

1
番
・
今
西
選
手
の
連
続
ヒ
ッ

ト
と
デ
ッ
ド
ボ
ー
ル
で
満
塁
と

し
、
3
番
・
三
木
選
手
の
ヒ
ッ

ト
で
1
点
を
返
す
と
、
さ
ら
に

2
点
を
追
加
し
2
点
差
ま
で
詰

め
寄
っ
た
が
、
反
撃
も
こ
こ
ま

で
。
別
府
市
職
労
が
リ
ー
ド
を

守
り
切
り
、
初
め
て
の
全
国
大

会
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。

◇

◇

◇

全
国
大
会
で
は
第
3
位
が
過

去
最
高
の
別
府
市
職
労
。
今
季

は
昨
年
ま
で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

務
め
て
い
た
髙
野
選
手
（
23

歳
）
が
投
手
に
復
帰
し
、

決
勝
は
初
回
か
ら
8
回
途

中
ま
で
を
投
げ
て
無
失

点
。
殊
勲
賞
を
受
賞
し

た
。「
選
手
と
し
て
や
り

た
い
気
持
ち
が
強
く
な

り
、
こ
の
1
年
で
約
20
キ

ロ
の
減
量
を
し
た
。
昨
年

肩
を
壊
し
て
し
ま
っ
た

が
、
先
輩
方
の
ア
ド
バ
イ

ス
で
よ
り
良
い
投
球
が
で

き
た
。
本
当
に
皆
さ
ん
の

お
か
げ
。
感
謝
し
た
い
」

と
話
し
た
。
髙
野
選
手
と

交
代
し
た
チ
ー
ム
27
年
目
の
安

部
投
手
（
45
歳
）
は
「
後
輩
た

ち
の
足
を
引
っ
張
ら
な
い
よ
う

に
頑
張
っ
て
き
た
。
念
願
の
優

勝
を
と
も
に
果
た
せ
た
こ
と
が

何
よ
り
も
う
れ
し
い
」
と
話
し

た
。
打
撃
賞
の
鶴
田
選
手
（
34

歳
）
は
「
自
分
の
ヒ
ッ
ト
や

ホ
ー
ム
ラ
ン
で
勝
利
に
貢
献
で

き
て
良
か
っ
た
。
失
敗
は
み
ん

な
で
フ
ォ
ロ
ー
し
、
前
向
き
に

プ
レ
ー
で
き
た
」
と
話
し
た
。

暑
い
中
、
少
な
い
人
数
で
み

ん
な
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
人
数
と
時
間
の

中
で
、
積
み
重
ね
て
き
た
日
頃

の
練
習
の
成
果
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
一
試

合
一
試
合
の
た
た
か
い
を
通
じ

て
、
私
た
ち
は
チ
ー
ム
と
し
て

力
を
つ
け
、
成
長
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

《
勝
利
監
督
賞
》

別
府
市
職
労
・
脇

和
也

《
打
撃
賞
》

別
府
市
職
労
・
鶴
田

健
悟

《
敢
闘
賞
》

北
広
島
市
職
労
・
早
川

太
貴

《
殊
勲
賞
》

別
府
市
職
労
・
髙
野
仁
之
介

《
最
優
秀
選
手
賞
》

別
府
市
職
労
・
脇

和
也

決 勝
世
代
を
超
え
て
力
闘

「
全
員
野
球
」
実
る

別
府
市
職
労
ｖ
ｓ
北
広
島
市
職
労

大大分分県県勢勢のの全全国国大大会会優優勝勝はは、、22000066
年年のの第第2244回回大大会会でで44度度目目のの優優勝勝をを
飾飾っったた津津久久見見市市職職労労以以来来22チチーームム
目目。。奇奇ししくくもも津津久久見見市市職職労労のの決決勝勝
のの相相手手はは苫苫小小牧牧市市職職労労でで北北海海道道
勢勢。。開開催催地地もも同同じじ新新潟潟県県だだっったた。。

初回から全力投球した
髙野投手（右）、ホーム
ランを放つ脇選手（左）勝利監督賞

最優秀選手賞

別別府府市市職職労労
脇脇和和也也選選手手

2022現業・公企統一闘争に参加しよう
闘争スケジュール
◇住民アピールゾーン
9月1日～10月6日
◇要求書提出ゾーン
9月26日～10月6日
◇回答指定基準日
10月7日
◇交渉強化ゾーン
10月7日～10月13日
◇全国統一闘争基準日
10月14日
◇協約締結強化ゾーン
11月

現
業
・
公
企
職
員
が
直
営
で
配
置
さ
れ
て
い

な
い
自
治
体
で
は
、
委
託
後
の
サ
ー
ビ
ス
水
準

や
財
政
効
果
、
委
託
労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条

件
や
安
全
衛
生
、
危
機
管
理
体
制
な
ど
を
点
検

し
、
改
善
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

2022現業・公企統一闘争（第2

次闘争）が始まります。5～6月

の第1次闘争の到達点を踏まえ、

すべての単組で取り組みましょ

う。

重点課題と獲得指標（直営単

組）は、第1次闘争と同様、現業・

公企職場の直営堅持、質の高い公

共サービスの確立にむけた新規採

用、公企職場のコンセッション方

式導入や安易な事業統合の阻止を

はじめとする、11項目とします。

第2次闘争では、組合員の参加

により要求書を作成・提出し、交

渉の後押しとなる首長あての署名

行動に取り組みます。全国統一闘

争基準日には、1時間ストを基本

に29分時間内集会などを配置しま

す。闘争終了後には、労使合意事

項について協約を締結します。

直
営
の
職
員
配
置
の

な
い
単
組
で
も
取
り
組
み
を

主な記事
2面 準優勝 北広島市職労 ほか
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先
制
し
た
の
は
太
田
市
職
労

（
群
馬
）。
4
回
表
に
1
番
・

山
本
選
手
が
フ
ォ
ア
ボ
ー
ル
で

出
塁
す
る
と
、
送
り
バ
ン
ト
と

内
野
ゴ
ロ
で
ツ
ー
ア
ウ
ト
3
塁

と
し
、
4
番
・
早
川
選
手
の
レ

フ
ト
前
ヒ
ッ
ト
で
先
制
し
た
。

対
す
る
北
広
島
市
職
労
（
北

海
道
）
は
6
回
裏
、
ラ
ン
ナ
ー

2
人
を
置
い
て
4
番
・
山
田
選

手
の
エ
ン
タ
イ
ト
ル
ツ
ー
ベ
ー

ス
で
同
点
に
追
い
付
く
。
な
お

も
ラ
ン
ナ
ー
2
・
3
塁
の
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
太
田
市
職
労
は

ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
交
代
。
相
手
の

勢
い
を
止
め
た
か
っ
た
が
、
ワ

イ
ル
ド
ピ
ッ
チ
の
間
に
2
人
が

ホ
ー
ム
イ
ン
し
、
北
広
島
市
職

労
が
逆
転
に
成
功
し

た
。太

田
市
職
労
は
続
く

7
回
表
に
す
ぐ
さ
ま
1

点
を
返
し
た
が
、
そ
の

裏
に
は
北
広
島
市
職
労

に
ヒ
ッ
ト
と
エ
ラ
ー
で

1
・
3
塁
と
さ
れ
、
1

番
・
今
西
選
手
の
タ
イ

ム
リ
ー
ツ
ー
ベ
ー
ス
で

1
点
を
追
加
、
さ
ら
に
タ
ッ
チ

ア
ッ
プ
の
間
に
も
う
1
点
と
突

き
放
さ
れ
た
。

太
田
市
職
労
は
8
回
表
に
4

番
・
早
川
選
手
の
ス
リ
ー
ベ
ー

ス
ヒ
ッ
ト
で
1
点
差
ま
で
追
い

付
い
た
が
、
反
撃
も
こ
こ
ま

で
。
追
い
す
が
る
太
田
市
職
労

を
振
り
切
り
、
北
広
島
市
職
労

が
決
勝
へ
と
進
ん
だ
。

準 決 勝
第1試合

敢
闘
賞
受
賞
の
早
川
投
手
（
北
広
島
）

北
広
島
市
職
労
（
北
海
道
）

が
準
優
勝
に
輝
い
た
。

全
国
優
勝
大
会
へ
の
出
場
は

2
回
目
。
快
進
撃
を
続
け
、
決

勝
戦
ま
で
登
り
詰
め
た
。

◇

◇

◇

準
決
勝
の
太
田
市
職
労
戦
で

は
、
相
手
の
守
備
の
綻
び
を
鋭

く
突
き
な
が
ら
得
点
を
重
ね
、

守
備
で
は
太
田
市
職
労
の
激
し

い
追
い
上
げ
を
し
の
ぎ
、
勝
ち

切
っ
た
。「
太
田
市
職
労
さ
ん

に
勝
つ
な
ん
て
、
ち
ょ
っ
と

び
っ
く
り
。
チ
ー
ム
に
と
っ
て

い
い
経
験
、
い
い
勉
強
に
な
っ

た
と
思
う
」「
う
ち
の
チ
ー
ム

は
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
チ
ー
ム
。

み
ん
な
が
い
い
意
味
で
吹
っ
切

れ
て
、
明
る
く
プ
レ
ー
し
て
い

る
こ
と
が
い
い
結
果
に
結
び
つ

い
て
い
る
」
と
木
川
主
将
。

◇

◇

◇

決
勝
。
5
点
差
の
苦
し
い
前

半
戦
に
。
し
か
し
、
追
加
点
を

押
し
と
ど
め
、
守
備
の
リ
ズ
ム

を
反
撃
に
つ
な
げ
8
回
に
3
得

点
。
し
か
し
あ
と
一
歩
、
別
府

市
職
労
に
及
ば
な
か
っ
た
。

「
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
職
場
の
皆
さ
ん
や
Ｏ
Ｂ
に
良

い
報
告
が
で
き
る
よ
う
精
一
杯

や
っ
た
。
大
会
前
、
正
直
優
勝

は
見
え
て
い
な
か
っ
た
が
、

せ
っ
か
く
の
大
舞
台
な
の
で
、

思
い
っ
き
り
楽
し
も
う
と
い
う

気
持
ち
で
み
ん
な
頑
張
っ
た
。

い
い
大
会
だ
っ
た
」
と
主
将
は

振
り
返
っ
た
。

な
お
、
早
川
投
手
が
敢
闘
賞

を
受
賞
し
た
。

北
広
島
、息
詰
ま
る
接
戦
制
す

太
田
市
職
労
ｖｓ
北
広
島
市
職
労

北北広広島島市市職職労労
「「勢勢いい」」輝輝くく

準 決 勝
第2試合

1
回
表
、
日
立
市
職
労
（
茨

城
）
は
先
頭
打
者
の
髙
畠
選
手

が
フ
ォ
ア
ボ
ー
ル
で
出
塁
す
る

と
、
盗
塁
な
ど
で
3
塁
ま
で
進

み
、
3
番
・
小
林
選
手
の
内
野

安
打
で
先
制
し
た
。

別
府
市
職
労
（
大
分
）
も
そ

の
裏
に
ヒ
ッ
ト
と
送
り
バ
ン
ト

で
ラ
ン
ナ
ー
を
進
め
、

内
野
ゴ
ロ
の
間
に
1
点

を
返
し
、
す
ぐ
さ
ま
同

点
と
し
た
。
な
お
も
攻

撃
が
続
き
、
迎
え
た
6

番
・
長
野
選
手
の
打
球

を
サ
ー
ド
が
エ
ラ
ー
、

も
う
1
点
を
追
加
し
別

府
市
職
労
が
逆
転
に
成

功
。

逆
転
さ
れ
た
日
立
市
職
労
は

2
回
表
に
連
続
ヒ
ッ
ト
で
同
点

に
追
い
付
く
も
、
そ
の
裏
に
別

府
市
職
労
は
押
し
出
し
を
含
む

3
点
を
追
加
し
、
再
度
、
日
立

市
職
労
を
引
き
離
し
た
。

追
い
付
き
た
い
日
立
市
職
労

は
3
回
表
に
1
点
を
返
し
2
点

差
に
迫
っ
た
が
、
4
回
以
降
は

相
手
ピ
ッ
チ
ャ
ー
・
安
部
選
手

の
前
に
得
点
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
別
府
市
職
労

の
安
部
選
手
は
3
失
点
で
完

投
。
中
盤
以
降
の
堅
い
守
り
で

勝
利
を
つ
か
ん
だ
。

打
撃
賞
受
賞
の
鶴
田
選
手
（
別
府
）

別
府
、堅
守
で
押
し
切
る

日
立
市
職
労
ｖｓ
別
府
市
職
労

3位に太田市職労と日立市職労
「しっかり
守り、少ない
チャンスをも
のにする」野
球をめざす日
立市職労（茨
城）。準決勝
では自慢の守

備が乱れ、序盤に失点。別府市
職労（大分）に敗れた。長尾賞
受賞の岡崎投手が準決勝まで3
連投。「ここまでノーエラーで
きたが、ミスが出た。それをみんなでカ
バーできなかった。今後の糧とした
い」。北原主将も「若さが出た。勝ち切れ
るよう精進したい」と雪辱を誓った。

太田市職労
（群馬）は準
決勝で敗れ、
今大会3位。
「『どっしり
構えて自らの
役割を果た
す』チーム。

職場の皆さんへの感謝を忘れず
に準決勝に臨む」と廣瀬主将。
試合では持ち前の堅い守備が一
瞬綻び、そこを突かれた。最終
回に執念の三塁打を放った長尾賞受賞
の早川選手は、「勝ちたかった。この
経験を生かすためにも、今日からまた
練習に励みたい」と話した。

粘
投
実
ら
ず
、
雪
辱
誓
う

長
尾
賞
の
岡
崎
投
手

「
ど
っ
し
り
」野
球
で
魅
了

長
尾
賞
の
早
川
選
手

国
民
の
代
表
を
く
じ
引
き
で
選
ぶ
な
ん
て

と
ん
で
も
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。し

か
し
低
投
票
率
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

今
日
の
政
治
を
国
民
は
信
頼
し
て
い
な
い
こ

と
は
明
ら
か
だ
。
議
員
も
世
襲
の
二
世
ば
か

り
。
人
口
減
に
悩
む
自
治
体
で
は
議
員
の
な

り
手
不
足
が
深
刻
化
し
、
他
方
で
は
国
民
の

分
断
を
煽
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
台
頭
も
見
ら

れ
る
。
代
議
制
民
主
主
義
は
、
決
し
て
完
全

と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

く
じ
引
き
民
主
主
義
は
荒
唐
無
稽
な
話
で

は
な
い
と
著
者
は
言
う
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
は

立
法
、
行
政
、
司
法
の
代
表
を
市
民
の
く
じ

引
き
で
選
ん
で
い
た
。
現
代
で
も
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
は
憲
法
改
正
の
た
め
の
憲
法
評
議
会

の
市
民
代
表
を
無
作
為
抽
出
で
選
ん
で
い
る

し
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
く
じ
引
き
で
選
ん
だ
代

表
で
構
成
す
る
気
候
市
民
会
議

の
政
策
提
言
が
法
律
に
な
っ
て

い
る
。

市
民
の
多
様
な
意
見
を
平
等

に
反
映
で
き
る
く
じ
引
き
は
、

民
主
主
義
の
新
た
な
可
能
性
を

開
く
か
も
し
れ
な
い
。

『
偶
然
』は
政
治
の
閉
塞
感
を
打
開
す
る
か

「
く
じ
引
き
民
主
主
義
」

政
治
に
イ
ノ
ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す

吉
田

徹

光文社新書
780円（本体＋税）

特特 別別 賞賞
畠山謙志（北海道・北広島市職労）
今西草太（北海道・北広島市職労）
大久保竜二（北海道・北広島市職労）
三木達矢（北海道・北広島市職労）
木川直也（北海道・北広島市職労）
白澤俊輔（千葉県・柏市職）
羽鳥尊（千葉県・柏市職）
武内公佑（千葉県・柏市職）
江越直胤（千葉県・柏市職）
早川慶（群馬県・太田市職労）
上遠野宰（茨城県・日立市職労）
中島健太郎（兵庫県・宝塚市職労）
宮脇寛太（広島県・福山市職労連合）
脇和也（大分県・別府市職労）
鶴田健悟（大分県・別府市職労）
岩田巧巳（大分県・別府市職労）
久野隼輝（佐賀県・佐賀広域消協）
武内公佑、脇和也、鶴田健悟
は、それぞれ複数回受賞

（選手名敬称略）
※長尾賞は、各参加チーム（優勝・準優勝チームは除く）から、顕著な活躍を見せ
た選手に授与。2001年1月に亡くなった故長尾文吉元委員長のご遺族のご意志と
ご寄付により創設された賞。
※特別賞は、ホームランを打った選手、または完全試合およびノーヒット・ノー
ランを達成した選手。今大会はホームランのみ。

長長 尾尾 賞賞
鈴木謙三（北海道・石狩市職労）
坂本宗祐（青森県・青森県職労）
渡辺亮太（秋田県・秋田県職連合）
奥川裕幸（千葉県・松戸市職）
羽鳥尊（千葉県・柏市職）
早川慶（群馬県・太田市職労）
岡崎智史（茨城県・日立市職労）
石丸森平（福井県・福井市職労）
北村一世（石川県・小松市職）
杉谷悠真（愛知県・豊田市職労連）
澤井秀太郎（静岡県・富士宮市職）
細見吉彦（兵庫県・宝塚市職労）
池祐樹（兵庫県・宝塚市職労）
金田知大（奈良県・奈良県職連合）
辻駒祐太（広島県・福山市職労連合）
高橋克弥（広島県・尾道市職労）
國藤岳史（高知県・高知県職連合）
川原歩夢（徳島県・阿波市職労連）
橋本雅俊（佐賀県・佐賀広域消協）
比企寛一（新潟県・胎内市労連）
瀧澤智久（新潟県・十日町市労連）
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太田市職労
北広島市職労
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日立市職労
別府市職労

第32回全日本自治体職員等野球選手権大会全国優勝大会

準優勝
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